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/最
近
五
十
年
支
那
学
界

の
回
顧
(
五
完
)

文
章

現
代
の
支
部
の
文
革
及
び
宗
教
の
方
面
は
政
治
的
諸
事

件
に
比
し
て
欧
洲
人
の
興
味
を
惹
-
JJ
と
が
造
か
に
少
か
つ
た
.

十
八
世
紀
に
於
け
る
訓
話
拳
の
復
興
-
こ
れ
は
宋
拳
の
特
徴
で
あ

.
る
古
典
の
曹
単
的
解
樺
と
は
正
反
封
に
'
漠
代
の
解
樺
を
息
茸
に

聾
は
ん
と
す
る
(
こ
の
篤
に
新
笹
沢
は
漠
単
と
名
づ
け
ら
れ
た
)
夫

の
具
鴇
的
な
方
法

へ
の
復
蹄
を
そ
の
特
徴
と
し
て
居
る
の
で
あ
る

が
'
こ
の
復
興
に
裁
て
は
未
だ
何
等
研
究
さ
れ
て
居
な
い
｡
唯
漠

畢
派
の
反
封
者
で
あ
る
茸
畢
誠
に
裁
て
は
幸
ひ
胡
適
氏
の
論
文
が

①

あ
-
､
D
emi
6v
ille
氏
が
之
を
要
約
し
て
居
る
.

胡
適
氏
は
亦
'

歴
史
家
で
且
評
論
家
で
あ
る
雀
速
の
詳
し
い
侍
記
の
編
纂
に
も
手

を
着
け
て
居
る
｡
現
在
支
部
の
畢
界
は
非
常
な
意
乗
込
で
西
洋
の

研
究
法
に
同
化
せ
ん
と
努
め
て
居
り
'
畢
生
や
教
授
は
い
づ
れ
も

欺
薙
巴
'
登
米
利
加
或
は
日
本
に
赴
い
て
敦
年
間
留
畢
す
る
と
5

ア

ン

リ

,

マ

内 内

藤 藤

耕

戊 次

申 郎

共

琵璽

ふ
有
様
で
あ
る
.
こ
の
畢
間
的
運
動
は
起
っ
て
か
ら
未
だ
日
こ
そ

濁
い
が
早
-
も
多
-
の
作
品
に
於
て
そ
の
興
味
あ
る
結
果
を
不
し

て
居
る
｡
私
が
既
に
引
用
し
た
胡
適
'
張
鳳
'
朱
希
組
諸
氏
の
研

究
'
劉
復
氏
の
茸
験
的
な
語
聾
的
研
究
'
賀
之
才
氏
の
国
際
法
の

㊤

研
究
等
が
そ
れ
で
あ
る
｡
畢
間
的
著
述
に
於
て
文
語
の
代
-
に
白

′

話
を
使
は
う
と
い
ふ
努
力
が
胡
適
氏
を
中
心
と
し
て
試
み
ら
れ
て

居
る
が
t
と
の
問
題
は
欧
羅
巴
で
は

D
uyvand
ak
氏
に
よ
り
'

③

日
本
で
は
青
木
氏
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
た
｡

叉
現
代
の
支
部
の
青

年
に
最
も
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
居
る
夫
の
梁
啓
超
氏
に
就
て
は

紳
父
3
･i
l;a
Q
憲

で
よ
-
書
芸

知
ら
れ
て
居
る
.
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載
o

青
木
正
兄
'
胡
適
を

中
心
に
ぬ

い
て
ゐ
る
文
撃
革
命
'

支
部
革
'
第

一
巻
'

一
九
二
〇
年
併
載
o

@
p
.M
.
d.E.Iia.
U
n

m
a
Îtr
e

d

e

laj

eun
e
C
hime.
L
iang

K
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h
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(新
支
那
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首
領
'

染
啓
超
)
.

T
p.､
)

9)
7
,

247･

294.
併

載

.

近
代
の
詩
に
は
殆
ん
ど
猫
創
的
な
研
が
な
い
｡
こ
の
事
は
(m
I

bautt･H
uar
t
の
小
詩
集
を
見
れ
ば
判
る
.
然
し
乍
ら
近
年
西
洋

文
撃
の
影
響
に
よ
っ
て
t
よ
り
自
由
な
詩
の
形
式
を
採
ら
う
と
す

①

運
る
動
が
硯
は
れ
t
T
s
enT
son･mi
n
g
氏
は
そ
の
起
瀕
と
特
徴

㊤

と
を
簡
明
に
述
べ
て
居
る
O

別
に
張

鳳
氏
は
侍
統
沢
と
改
革
派
の

㊥

南
方
を
含
め
て
現
代
詩
人
に
就
て
略
逃
し
て
居
少

'
叉

D
em
i6･

vi
lle
民
は
融
通
氏
の
詩
を
検
討
し
て
居
る
.
け
れ
ど
も
近
代
文

拳
の
中
で
最
も
よ
-
研
究
さ
れ
た
も
の
は
詩
よ
-
も
寧
ろ
戯
曲
と

小
説
と
で
あ
る
｡
ど
ち
ら
も
俗
語
で
書
か
れ
た
も
の
だ
が
'
そ
の

起
顔
は
怒
ら
-
唐
末
迄
測
る
も
の
と
思
は
れ
る
｡
戯
曲
に
関
す
る

④

最
も
良
い
著
蓮
は
B
a
Zin
の
も
の
で
'
こ
れ
は

八
世
紀
頃
迄

そ

の
淵
瀕
を
辿
っ
た
後
tt元
代
及
び
明
代
の
い
-
つ
か
の
戯
曲
を
都

◎

落
し
且
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
｡
そ
の
他
の
も
の
で
は

Sta
n
.

Julien
の
部
課
が
あ
る
.
他
方
末
代
及
び
元
代
の
戯
曲
の
歴
史
は

⑥

最
近
王

国
維
氏
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
L
t
そ
の
他
十
三
世
紀
に
流

⑦

行
し
た
戯
曲
の
種
類
の
創
始
者
閲
漠
卿
は
青
木
氏
に
よ
っ
て
研
究

さ
れ
た
｡
朱
家
健
氏
並
び
に

lo
h
nston
氏
は
現
代
の
戯
曲
を
説

い
て
居
り
t

Pelliot氏
は
欺
羅
巴
的
傾
向
の
あ
る
詩
に
就
て
の
概

㊥

㊥

要
を
述
べ
て
居
る
｡

小
詮
に
裁
て
は
蒋

瑞
藻
氏
の
拙
い
小
説
史
が

あ
る
他
に
'
最
も
重
要
な
小
詮
の
中
の
二
つ
の
小
詮
の
源
流
に
閲

㊥

す
る
立
沢
な
論
文
が
胡
連
民

にかつ
て
哉
表
さ
れ
て
居
る
.
小
詮

の
聯
課
さ
れ
た
も
の
に
些

二
闘
志
の
如
き
歴
史
小
説
'
紅
楼
夢
'

玉
穂
梨
の
如
き
風
俗
小
詮
等
及
び
聯
賛
志
異
-
之
は
短
い
請
を
集⑯

め
た
も
の
で
文
章
鰻
で
書
か
れ

て居
る
-
今
苗
奇
観
等
が
あ
る
｡
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p
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劇
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元
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史
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青
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刊
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一
八
五
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載
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西
遊
記
考
霞
'
1
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五
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今
古
寄
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鯛
辞
に
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し
て
は

H
.
C
o
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B
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n
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)7
6
)-69,
参
照
｡

宗
教

近
代
の
宗
教
の
歴
史
に
裁
て
は

F
,
G
.
H

enke
氏
の

･T
he
P
hilo
sophy
of
W
an
g

Y
an
g･m
J'n
g
(
王
陽
明
).
1
9
16,

以
外
に
は
何
等
研
究
さ
れ
た
も
の
が
無
い
｡
こ
の
書
は
十
六
世
紀

に
官
拳
の
詮
-
所
に
反
封
の
意
見
を
持
し
て
居
た
王
守
仁
(
陽
明
)

に
よ
っ
て
企
て
ら
れ
た
儒
教
の
哲
拳
的
再
建
に
関
す
る
研
究
で
あ

る
｡
但
し
或
る
地
方
に
於
け
る
現
代
の
宗
教
生
活
を
戯
蓮
し
た
良

書
は
な
い
で
は
な
SO
o
&

ube
の
豊

に
関
す
る
叙
述
賢

し
③

く
型
に
族
-
過
ぎ
て
は
居
る
が
役
に
立
つ
本
で
あ
る
｡
だ
が

D
e

G
r等
t
の
支
部
人
の
敦
理
論
に
裁
て
の
論
文
は
飴
-
気
の
利
い
た

④

も
の
で
は
な
い
.
叉
神
父

W
ieg
er
は
現
代
配
合
に
於
け
る
苗
代

層
想
と
近
代
思
想
の
交
互
作
用
を
不
す
所
の
文
献
を
集

め

て
居

る
.
近
頃
上
海
に
於
て
沸
教
及
び
道
教
の
蔵
経
が
次
々
に
出
版
さ

れ
て
居
る
が
'
こ
の
事
は
長
い
間
閑
却
さ
れ
て
居
た
こ
の
方
面
の

問
題
が
再
び
支
部
人
の
興
味
を
喚
び
起
し
始
め
た
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
る
｡
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け
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D
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N
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C
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(

主
と
し
て
山
東
省
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も
の
)
"

B
u
d
d
h
ist
C
hin
a.

】9
48
(
普
陀
山
及
び
東
部
支
那
).

㊥
G
ru
be.
R
eligi
o
n
u
n
d
K
u
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s
d
er
C
h
in
esen
(支
部
人
の

宗
教
と
鰻
井
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)9
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@

D
e
G
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o
t.
U
niversism
u
s,
)
9
18,

④
W
ieger.
Le

F
lot
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m
on
te.
)92
2
,

近
代
に
於
け
る
外
来
の
宗
教
町
同
々
教
と
基
督
敦
と
で
あ
る
.

回
々
教
は
そ
の
起
瀕
は
比
較
的
古
い
の
だ
が
'
蒙
古
時
代
以
前
に

於

ては
殆
ん
ど
見
る
べ
き
襲
展
は
な
か
っ
た
.
こ
の
起
瀕
に
裁
て

①
は

l)6V
6ria
が
'
叉
蒙
古
時
代
の
経
過
に
裁
て
は
'
雲

南

の
有

㊤

◎

棟
を
ば

A.
Viss.Jbre氏
が
'
泉
州
の
有
様
を
ば

Arn巴Z
が
研

③

究
し
て
居
る
｡
回
々
教
の
歴
史
は
嘗
て
D
ab
ry
d
e

T
hiersant

が
そ
の
編
纂
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
が
や
-
直
す
必
要

が
あ

ら

④

う
.
同
数
の
現
状
は

B
room
h
atl
と

V
issibre
氏
の
お
蔭
で
漸

-
知
ら
れ
る
棟
に
な
っ
て
凍
た
し
'
叉

M
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n
o
n

氏
の

1.

A

nnuaire
d
u
M
o
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m
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an
(回
教
年
鑑
)
に
も
手
短
に

略
述
さ
れ
て
居
る
｡

国
々
教
徒
の
著
述

の
分
析

的

な

目
録

は

㊨P
alladius
が
既
に
十
九
世
紀
年
に
作
っ
て
居
串
の
だ
が
二

九
〇

九
年
に
至
っ
て
始
め
て
そ
の
全
部
が
公
に
さ
れ
た
o
も
の
他
日
録

で
は

R
istethueber
氏
t
O
g
ilv
ie.
Z
w
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び

V
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⑦
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O
叉

I
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ツ
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語
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e
en
C
hine
et

d

a

ns
te
T
urkestan
o
r;e
nta〓
旦
那
及
び
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に

於
け
る
何
々
敦
).
)8
7
8,

@

B
room
h
alr
Tstam
in
C
h)fna.
a
n
egl
e

cted
probtem
.

)
9
1

0
.



557

◎

P
a])ad
iu
s.
K
山tajsk
aja
h'te
ratura
M
aho
m
etan
(支
部
の
国

教
文
献
),
P
ubl,ノS
oc,
arch
i
ol,
ru
sse.
X
V
III.
)63It9
6
.

併
載
｡

㊥
R
is
teth
ueb
er.
L
a
litti
rature
m
usu
lm
an
e
en
C
h
ime

(寒
郡
に
於
け
る
岡
教
徒
の
文
献
).
R
ev,
d
u
M
o
n
d
e
m
usu
1..

)908.
5)2･5)5.
併
載
o

O
gi
)vi
e
et
Z
w
em
er.
A
ct
ass
if
i
ed

b
ib
tiograp
h
y

o
f

bo
o
ks
o
n

Islam
in
C
h
in
ese･A
rabic.
C
h
in
,
rec.,

)9
07.
682･659.併
載
｡

⑦
1.
M
ason.
T
he
A

rabian
P
roph
et.
a
)ire
o
f
M
oh
am
･

m
ed...,by

L
in
C
hai･tien.
)921.

基
督
敦
の
博
通
の
歴
史
が
斎
ら
し
た
文
厭
は
茸
に
彩
し
い
量
に

上
る
の
で
'
こ
1
で
は
単
な
る
概
要
を
示
す
こ
と
さ

へ
出

額

か
①

ぬ
る
程
で
あ
る
.

加
特
力
の
偉
遭
史
は
そ
の
仝
憶
を
紳

父

d
e

㊤

Moz
e

dreyが
二
･,),
ユ
ズ
イ
ツ
ト
派
の
偉
道
史
は
神
父

Havrct

と

H
.
C
o
rd
ier
と
が
取
扱
っ
て
居
る
｡
筒
叉
こ
の
時
期
に
閲
し

て
は
重
要
な
諸
問
題
を
扱
っ
た
優
れ
た
特
殊
論
文
が
あ
る
｡
神
父

④

③

B
ruc
ker
の
儀
式
上
の
論
撃
に
関
す
る
も
の
t

H.Cordierの

耶
蘇
倉
の
禁
止
に
関
す
る
も
の
等
が
そ
れ
で
あ
る
｡
近
代
の
俸
道

倉
に
は
夫
々
そ
の
歴
史
が
編
ま
れ
て
居
る
も
の
が
若
干
あ
る
が
､

◎

中
で
最
も
優
れ
て
居
る
の
姓
紳
父

de
L
a
Serv
jbre
の
江
南
停

活
倉
の
歴
史
で
あ
る
.
新
教
の
偉
遺
骨
に
就
て
は
､

1
九
〇
七
年

に
最
初
の
博
通
師

M
o
rrJ'SOn
の
東
夷
来
着
の
百
年
祭
を
記
念
す

①

る
篤
に
そ
の
通
史
が
公
に
さ
れ
た
L
t

且
叉
多
-
の
特
殊
論
文
も

㊥

費
表
さ
れ
て
居
る
｡

一

誌6
)P
,
d
e
M
o
id
re
y.
L
a
h
).6rarc
h
ie
cath
ot山que
en
C
h
in
e.

､

e
r)
C
o
ri
e
et
au
Jap
o
n

(1307-L9L4'
(支
部
'
朝
鮮
及
び
日

本
に
於
け
る
加
特
力
付
の
等
聾

.

Vat,S
in,,
n
.
8
7.
19)I,
.

併
載
｡

◎
P
.
U
avret.
L
a
M
issio
匂
d
u
K
ian
g･nan
(江
南
侍
竜
宮

.

c
h
a
p
.
i･ii.
)900,

H
.
C
ord
ier.
C
hin
a
:
S
ociety
of
Jesus.
ap
,
C
ath
olic

e
n
cycto
p
aed
ia
J
I
llJ
67

2
･

㊥
P
.
B
rucker.
C
6r6m
onies
ch
h
o
ises.
ap.
D
iet,
d
e
th
60
-

･
)o
g
;e
catho
l
ique
(支
部
の
植
式
o
附
錬
'
加
特
力
紳
撃
の
啓
示
).

Ⅰ
1.
2
36
4
-
2

8
9
1.

C
o
rd
ier.
L
a
su
p
pressio
n
d
e
Ia
C
om
pagn
ie
d
e
J
e
su
s

eこ
a
M
ission
d
e
P
ik
in
g

(耶
蘇
骨
の
禁
止
と
北
京
侍
道
骨
)I

T
p
..
)9
16.
27
8･34
7
.
56)
･628.
析
哉
O

④
P
.de
L
a
S
erv
ibr
e.
H
Isto
ire
de
la
mi
sS;on
d
u
K
ian
h
-

nan
(江
南
侍
遺
骨
史
).
)9忘
.

㊥
C
cntcn
ary
h
istory
of
PIOteStan
t
M
issio
nS,
)907
,

49
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㊥
B
roo
m
hal).A
J
u
b
ilee
story
o

f
th
e
C
h
h
a

∫
nl
and

M

ission
.
)9
15
,

五
'
支

部

の

美

術

支
部
の
美
術
史
の
良
書
は
未
だ
現
は
れ
て
居
な
い
L
t
デ
イ
テ

イ
ル
に
裁
て
の
充
分
な
研
究
が
さ
れ
て
な
い
か
ら
今
後
も
督
分
良

書
は
出
な
い
で
あ
ら
う
｡
併
し
と
も
角

P
at6o
togu
e,B
ushett及

①

び

M
tins
terb
erg

の
1
椴
的
な
著
敵

は
支
那
美
術
の
費
展
と
ま

●

で
は
い
か
ず
と
も
少
-
と
も
年
代
的
系
列
の
観
念
を
吾
々
に
輿

へ

⑦

て
実
れ
る
｡
彫
刻
に
関
し
て
は
大

村
氏
が
し
っ
か
-
し
た
記
録
に

基
い
た
努
作
を
著
は
し
て
居
る
.
そ
の
他
で
は
日
本
の
雑
誌
固
華

並
び
に
東
藤
珠
光
は
'
そ
の
記
事
と
そ
の
美
し
い
複
製
と
を
以
て

初
歩
研
究
の
材
料
を
捷
供
し
て
居
る
｡

之
に
反
し
て
特
殊
論
文
は
種
々
の
部
門
に
亘
っ
て
費
表
さ
れ
て

③

居
-
'
そ
の
多
-
は
非
常
に
優
れ
た
研
究
で
あ
る
｡
即
ち

B
o
e
r
I

sclm
ann
の
'
精
確
な
平
面
陶
と
表
と
を
附
し
た

近
代
寺
院
の

記
述
'
小
川
氏
'
奥
山
氏
及
び

S
iren
氏
の
清
朝
の
帝
宝
宮
殿

④

に
関
す
る
も
の
tB
ou
i

llard氏
と

V
audescal
少佐
の
北
京
附
近

◎

の
明
の
陵
墓
に
関
す
る
も
の
､
F
.
nssagrives
の
清
の
陵
墓
に
閲

･

①

す
る
も
の
等
で
あ
る
.

Chavan
n
e
s

の

'

主
と
し
て
山
東
省
の

◎

◎

石
の
彫
刻
及
び
龍
門
の
岩
石
の
彫
刻
の
集
録

､

S
e
gal
en
探
険
陳

の
'
四
川
省
に
於
け
る
漢
代
の
彫
刻
及
び
江
蘇
省
に
於
け
る
薬
代

①

の
彫
刻
の
集
録
を
始
め
と
し
て
'
外

村
民
の
天
龍
山
洞
窟

(
山
西

◎

省
)
の
究
虞
t

Pelliot
氏
の
軟
度
千
沸
洞

(
彫
刻
及
び
線
番
)
の

㊥

鳥
屋
t
H
,
M
asp
ero
氏
の
'
杭
州
附
近
の
蚤
願
寺
の
岩
上
彫
刻

⑪

の
概
括
的
記
述
及
び

Ro
la
n
d

B

onapa吉
公
欝
の
､
居
簡
閲
の

⑩

彫
刻
及
び
碑
銘
の
電

県
'
並
び
に

S
iren
氏
の
選
録
は
五
他
紀

よ
り
十
四
世
紀
に
至
る
迄
の
彫
刻
に
封
す
る
立
派
な
振
合
的
資
料

た
る
を
矢
は
な
い
.
輪
姦
に
於
て
は

P
eE
ot

民
と

W
a
ley
氏

⑬

の
二
人
が
若
干
の
評
論
を

-
檀
-
最
近
-
試
み
た
最
初
の
人
々
で

⑭

あ
る
.

と
S
ふ
の
は
そ
れ
迄
は

H
er
bertGites氏
の
課
し
た
逸

㊥

詩
集
が
あ
っ
た
だ
け
だ
か
ら
.
技
術
的
方
面
で
絃

Petrucciが

十
七
世
紀
の
支
部
語
の
提
要
書
を
課
し
て
居
る
の
で
吾
々
は
十
分
.

そ
の
智
識
を
持
っ
て
居
る
｡
磁
器
の
歴
史
は
ず
つ
と
前
か
ら
研
究

⑯

さ
れ
て
居
る
が
'
最
近

H
o
bson
民
が
優
れ
た
著
述
を
出

し

て

⑯

居
-
'
之
.に
加
ふ
る
に

L
aufer
氏
の
磁
器
の
起
源
に
関
す
る
論

文
を
以
て
す
れ
ば
先
づ
完
重
な
も
の
と
な
る
わ
け
で
あ
る
｡
そ
の

他
の
エ
肇
品

(
銅
器
'
漆
器
等
)
は
飴
り
研
究
さ
れ
て
居
な
S
o

⑯

㊥

㊥

Laufer,氏
､

Pope･liennessy
夫
人
及
び

P
elti.
t
氏
の
苗
代
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FO
量

'
村
Q
幽
恕
坐
堰
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更

々
叫
点
心

怠
り
嘩

JkFS
o

誠6
)P
al
6olog

u
e,

L
'art

ch
in
ois

(僻
蕪
琳
溝
),

188
7.

B
u
sb
ell,

C
h
in
ese

art,
190

4.

M
tin

sterb
erg,

C
h
in
esisch

e
K
u
n
stg

甲
Ch

ich
te

(
粥

蕪
椎

葉
顧
),

19
10.

◎
4(恵

思
曲

′
瀬
篤
雅

鴬
屯
'
1
項

1
粥
舟

㊦
B
o
ersch

m
an

n
,
D
ie

B
au
kn

n
st

u
n
d

relig
i6
se

'K
ul
tu
r

d
er

C
h
in
esen

( iet蕎
合
懸
幕

藩
鴎

別
持
慮
覇

i't-),
19

1
1-14

.

㊥
そ
≡

l唱
'
怨

霊
単
極
噸
聾
抑

或
蜜
′

I
iq0

1く
歓

声
O

磯
ヨ
麗

屑
違
'
宅
旅
朝
奪
弾
鮮
韻
番
'

l
ii
O
1く
静
牢
o

O
.
S
irer),

Le
ら
p
alai

s
im

p
6riau

x
d
e

P
6k
in

(
卓
輯
G
t鍵

畿
),

19
26.

◎
B
o
u
illard

et
C
t.

V
au

d
escal,

Le
s

s6p
u
ltu

res
im

p
6ri-

al
es

d
es

M
in
g
,
C
h
e-Ban

-lin
g
(罫

昏
麗

磯
'
出

場
),

B
.E

.

F
.E

.0
.,

1920
,
m
0
3
.
海

鮮
o

C
om

b
aち

L
es

sep
u
ltu

res
im

p
6riales

d
e
la

C
h
im
e

(瀬

範
Q

盤
瑚
),

An
n
.
S
oc.

arch
io

l,.
B
ru
Ⅹ
elles,

190
7.

鼓
静
o

F
on

ssag
rlV

eS,
S
i-lin

g
,
itu

d
e
su
r
le島

tom
b
eau

x
d
e

l'

雪
?
9uleT:t

Ad:
n7

3
unsa6SetieG

S
em
T
t:'i:

g
x
kL:xQl慧

警
',

◎
C
b
av
an
n
es,

L
a
scu

lp
tu
re

su
r

p
ierre

sou
s
le島

H
am,

et
M
issio

n
arch

6010
giq

u
e
d
am

s
la

C
h
im
e

sep
ten

trio
･

n
al
e

(観
だ

母
指
塾

心
ギ
瑠
範

で
◎
肘

辞
藤

鞍
金
銀
),

19
13.

茶
菓
卓

解
毒
′
昏
≡
朝
雲
′
R
ockcarv

h
g
s

fro
m

th
e

Y
u
n
-

k
an
g
( 舶

匿
)C

av
es,

19
2
1.

㊦
Ⅴ
.
S
eg
alen

,
G
.
d
es

V
o
isin

s
et
∫.

L
artigu

e,
M

issio
n

arch
60log

iqu
e
e
n

C
h
im
e

(朝
蕪
軒

栖
賂
蟹
塵
坐
),

(
19

14-

19
17) ,

t.
Ⅰ,

L
a
scu

lp
tu
re

sur
p
ierre

-
････d

u
C
h
an

-si

d
u

S
seu

-tch
'ou

an
(ヨ

紅
神
武
富
≡
紳

Q
特
塾
),

19
24.

㊥
恵
藩
常
磐
蛍
'
"(
避
王
将

矩
′

I
'ji
】川

砂
○

㊥
P
ellio

t,
T
o
u
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g
(癖

肇
),

19
20
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.

㊥
H
.
M
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R
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p
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som
m
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r

u
n
e

m
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arch
6010g
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u
e
au

T
ch

6
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ian

g
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S
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碑
卦
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塵
金

谷
静
中
生
鰍
),

B
.E

.F
.
E
.
0
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Ⅹ
rv
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14
)
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8.
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鮮

O

㊥
P
rin
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arte,

D
∝
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m
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d
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l'6p
o
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u
e
m
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gole
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蛍
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亜

),
1
89
5.

⑧
S
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,
L
a
scu

王p
u
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re

ch
in
o
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d
u
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e
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X
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(
鳩
車
題

材
?
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慮
増
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蘇
Q
塾
罵

),
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P
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u
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d
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S
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T
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g
H
く
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V
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p
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,
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A
･
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,
A
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d
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o
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C
h
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in
g
s
in
t
h
e
B
r;fish
M
u
seu
m
.
)922,
及
び

A
n
ln
tro
･

d
uctio
n
t
o
th
e
C
h
)tnese
p
a
ln
tln
g
.
)
9
28
,

⑭
G
jles.
A
n
Intr
oductio
n

to
th
e
h
istory
o
f
th
e

C
h
i･

nese
p
tctoriat
ar
t､
)
8
9
7
.

⑩

R
.
P
et2
CCi,
K
ia]'
tseu
yuan
h
o
ua
tcho
uan,
E
n
cyc
l?

p
6
d
ie
d
e
la

p
einture
c

h
h
o
ise
(
芥
子
園
重
爆
).
)
9
)
8
,

⑯
H
o
b
s
on
.
C
h
in
e
se
p
otte
ry
a
n
d
p
o
rc
e
ta
in
,
)9
16,

L
au
fe
r､
T
h
e
begi
n
n
tn
g
o
f

porc
elain
in
C
hin
a.
)9)7
,

及
び

J
a
d
e.
a
stu
d
y
in
C
h
in

ese
arc
h
eotogy

and
re
ti･

gi

on,
F
ietd
M
u
seum
P
ub1..
n.
154
.

)9)2,
併
載
.

㊥
M
nle
P
ope
･H

enn
essy.E
arly
C
h
in
ese
Jades,
)
9
23
,

P
,
P
eltiot
､

Jades
ancien
s
d
e
】a
cotlection
d
er
M
,
L
oo

(庶
民
断
裁
の
古
代
の
玉
)
.

)
9
2
6
,

周
知
の
如
-
支
部
畢
研
究
の
努
力
は
従
来
主
と
し
て
苗
代
､
宗

教
'
美
術
並
び
に
蒙
古
帝
国
時
代
前
後
の
中
央
亜
細
頚
の
智
論
に

向
け
ら
れ
て
禿
た
｡
そ
し
て
こ
れ
等
の
方
面
で
は
全
て
著
し
い
進

歩
を
途
げ
て
居
る
.
現
在
'
支
部
の
社
食
の
歴
史
が
展
に
科
挙
的

な
方
法
で
叙
蓮
さ
れ
る
様
な
時
期
に
は
未
だ
/

1

遠
い
有
様
で
は

あ
る
が
'
欧
羅
巴
'
日
本
及
び
支
部
人
の
緊
密
な
協
力

に
よ

っ

て
'
少
-
と
も
吾
々
の
智
織
の
最
も
重
要
な
閉
路
が
少
し
つ
1

包

め
ら
る
だ
ら
う
と
の
期
待
は
許
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
｡
(
完
)

群

銀
た
る
人
参
史

清
朝
は
人
参
に
興
っ
て
藩
片
に
亡
び
わ
ー
と
は
tt
L
か
楢
葉
博
士
の
名

言
で
あ
っ
た
〇

一
個
の
人
参
が
如
何
に
大
与
,-
東
洋
人
の
生
活
に
喰
ひ
入

っ
て
ゐ
る
か
な
語
っ
て
妙
で
あ
る
｡

近
-
今
村
柄
氏
'

榛
大
の
輩
を
振
っ

て
勉
飴
G
る
人
参
史
八
巻
の
公
刊
を
企
固
ぜ
ら
る
～
も
の
は
'
骨
に
こ
の
人

参
の
東
洋
史
上
に
於
げ
ろ
重
大
な
る
役
割
を
洞
察
せ
ら
れ
て
の
JJ
と
で
あ

る
｡

企
て
ら
ろ
～
所
の
八
巻
は
'

第

一
審
人
参
思
想
籍
'
第
二
審
人
参
政

治
篤
'
第
三
番
人
参
経
済
緒
'
‥第
四
番
人
参
栽
培
籍
'

第
五
巻
人
参
署
串

常
､
第
六
番
人
参
雑
記
篇
'

夢
七
帝
参
名
垂
考
涛
'

第
八
番
人
参
年
表
引

用
書
目
索
引
解
題
'

と
凡
そ
人
参
に
関
す
る
限
り
考
察
さ
る
可
車
軸
域
を

轟

し
て
刺
さ
ず
'
-
ち
第
七
帝
参
名
籍
'

第
二
審
政
治
欝
が

夫
々
大
官
貫

内
外
'

書
の
鱒
裁
も
喜
美
を
凝
ら
し
て
巳
刊
せ
ら
れ
t
.
参
名
貨
に
博
蒐

せ
ら
れ
iIi
参
名
と
'

そ
の
附
囲
と
に
著
書
の
異
常
な
ろ
努
力
を
伺
っ
た
帯

者
は
'
東
に
政
治
第
に
於
け
る
著
者
の
人
参
史
論
の
｢
人
参
は
支
那
に
於
て

は
産
地
の
採
取
官
管
が

罪
人
を
多
か
ら
L
ゆ
'
朝
鮮
に
来
て
は
其
の
殊
求

苛
欲
が
甚
し
与
虐

政
と
な
っ
て
現
は
れ
'

日
本
に
於
て
は
寄
集
行
政
上
よ

り
せ
る
栽
培
施
設
が
済
世
救
民
に
多
大
の
教
具
あ
っ
た
も
の
だ
｣
と
適
切
に

概
括
せ
ら
れ
お
る
う
ち
に
'

脈
々
経
世
の
炭
情
を
吐
蕗
し
て
'

明
確
な
る

史
賓
を
展
開
せ
ら
れ
お
る
を
見
て
は
'

こ
の
挿
著
述
の

撰
者
の
較
々
も
す

れ
ば
単
な
る
好
事
癖
の
満
足
に
終
れ
る
と
は
'轟
か
に
類
を
輿
に
す
る
も
の

あ
る
を
看
板
L
t
何
頻
る
六
番
に
も
多
大
の
細
心
と
興
味
と
も
繋
が
ず
に
は

ゐ
ら
れ
な
い
で
あ
ら
-
.

著
者
の
自
愛
に
倹
っ
て
其
の
完
行
の

一
日
も
早

か
う
ん
こ
と
を
切
望
す
る
も
の
で
あ
る
｡

(
朝
鮮
線
督
府
等
貫
局
聾
行
'
非

賓
品
)

や
今
西
)
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